
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
研
究
報
告

第
一
二
集

玄

界

海

陶

底

島

の

一、
は
じ
め
に

げ
ん
か
い
巴
ま

福
岡
(
博
多
)
湾
の
入
口
に
浮
か
ぶ
玄
界
島
の
考
古
学
上
の
知
見
は
、
湾
内

@

E
の

し

ま

し

か

の

し

ま

の
能
古
島
や
湾
頭
の
志
賀
島
に
比
べ
て
乙
れ
ま
で
皆
無
で
あ
り
、
島
に
生
き
る

人
々
の
伝
承
や
古
老
の
記
憶
か
ら
も
伺
う
と
と
が
で
き
な
い
。
一
九
七
八
年
一

一
月
一
五

t
一
六
日
に
当
館
が
実
施
し
た
玄
界
島
史
料
調
査
に
お
い
て
も
考
古

学
的
成
果
は
得
ら
れ
ず
、
考
古
学
部
門
を
担
当
し
た
柳
沢
一
男
氏
は
そ
の
報
告

の
中
で
、
「
地
図
の
上
で
は
、
玄
界
島
は
絶
海
の
孤
島
と
い
う
べ
く
も
な
く
、
ま
さ
に

沿
岸
に
散
在
す
る
島
慎
の
一
つ
で
あ
る
。
(
中
略
〉
と
う
し
た
沿
岸
性
の
島
峡

に
、
古
く
縄
文
・
弥
生
時
代
以
降
の
遺
跡
が
存
在
す
る
乙
と
は
、
日
本
の
各
地

で
認
め
ら
れ
る
現
象
な
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
本
島
で
の
遺
跡
・
遺
物
の
発
見
例

磁

一
九
八
八
年
三
月

塩

勝

矛リ

屋

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
資
料
調
査
で
も
考
古
資
料
に
触
れ
る
乙
と
は
で
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き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
本
島
が
花
闘
岩
・
玄
武
岩
で
形
成
さ
れ
た
急
峻
な
丘
陵

部
か
ら
な
り
、
海
岸
線
と
の
あ
い
だ
に
平
野
部
を
み
な
い
た
め
定
住
生
活
が
困

難
で
あ
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
そ
う
し
た
地
形
上
の
制
約
が
あ
る
に

せ
よ
、
縄
文
時
代
以
降
の
航
海
技
術
の
発
達
'
知
略
)
l
と
、
本
島
の
海
上
位
置
か

ら
み
れ
ば
、
当
然
古
代
人
の
航
海
に
お
け
る
一
道
標
の
役
割
を
担
い
、
か
っ
、

そ
の
足
跡
が
し
る
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
と
は
充
分
に
予
想
さ
れ
る
。
」

と
述
べ
、
今
後
の
精
密
な
分
布
調
査
に
よ
る
玄
界
島
の
原
始
・
古
代
の
姿
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
と
の
調
査
で
は
、
家
伝
の
も
の
を
含
め
、
海
中
か
ら
採
集
さ

れ
た
陶
磁
器
に
つ
い
て
も
注
意
さ
れ
、
玉
川
桂
氏
所
蔵
の
唐
津
焼
皿
、
宮
本
一

郎
氏
所
蔵
の
唐
津
焼
壷
、
小
西
徳
平
氏
所
蔵
の
唐
津
焼
大
壷
が
報
告
さ
れ
て
い
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る
。
こ
れ
ら
を
総
括
し
て
柳
沢
氏
は
、

「
本
島
の
南
数
百
メ
ー
ト
ル
、
通
称
タ
ケ
ノ
シ
リ
沖
の
七

t
八
メ
ー
ト
ル
の

海
底
で
採
集
さ
れ
、
現
在
で
も
時
折
破
片
が
採
れ
る
と
い
う
高
台
付
の
碗
と
杯

が
あ
る
。
杯
は
十
点
ほ
ど
あ
り
、
す
べ
て
同
一
の
器
形
・
胎
土
・
紬
調
を
呈
す

る
。
や
や
粗
い
砂
粒
を
含
む
胎
土
に
、
体
上
部
に
施
糊
す
る
。
青
J
黄
褐
色
の

透
明
度
の
高
い
厚
い
粕
で
見
込
み
に
三

t
四
ケ
所
の
目
跡
を
残
す
。
畳
付
部
は

霧
胎
で
あ
る
。
(
中
略
)
こ
う
し
た
器
形
・
紬
調
か
ら
み
て
、
海
中
出
土
品
は
青

唐
津
・
黄
唐
津
と
呼
ば
れ
る
唐
津
焼
の
製
品
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
乙
と
は
、
今

か
ら
一
五

O
年
ほ
ど
前
に
唐
津
か
ら
博
多
に
向
う
船
が
、
そ
の
地
点
で
難
破
・

出
没
し
た
と
い
う
古
老
の
い
い
伝
え
に
符
合
す
る
。
」

と
し
、
江
戸
末
期
の
廻
船
積
載
品
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
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乙
の
調
査
の
後
、
同
一
海
域
か
ら
採
集
さ
れ
た
唐
津
焼
皿
、
碗
、
壷
が
浦
田

小
五
郎
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
、
さ
ら
に
は
一
九
八
一
年
度
よ
り
当
館
の
民
俗

怠
山
申
告
志

資
料
調
査
収
集
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
玉
川
桂
氏
の
海
士
活
動
で
採
集
さ
れ
た
資

料
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
一
九
八
四
年
五
月
、
玉
川
氏

が
採
集
さ
れ
た
龍
泉
窯
青
磁
碗
は
わ
れ
わ
れ
を
驚
か
せ
る
に
十
分
で
あ
り
、
当

該
海
域
の
水
中
考
古
学
的
調
査
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
日
本
の
水
中
考
古
学
、
と
り
わ
け
九
州
の
水
中
考
古
学
は
、
潜
水
調

査
技
術
の
開
発
は
も
と
よ
り
組
織
体
制
が
皆
無
で
あ
り
、
い
わ
ば
学
問
的
市
民

権
の
外
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
か
つ
て
米
国
の
水
中
考
古
学
を
現
地
で
学
ん
だ

九
州
大
学
考
古
学
研
究
室
研
究
生
の
林
田
憲
三
氏
と
連
絡
を
と
り
、
ま
ず
当
該

海
域
の
分
布
調
査
を
少
人
数
で
実
施
す
る
計
画
を
立
て
、
福
岡
市
教
委
文
化
課

の
池
崎
譲
二
氏
と
の
三
名
で
潜
水
調
査
を
実
施
す
る
乙
と
と
な
っ
た
。



調
査
は
一
九
八
四
年
八
月
四

t
五
日
の
二
日
間
実
施

し
た
が
、
定
期
船
の
時
間
制
約
上
、
実
質
的
に
は
ま
る

一
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
持
参
し
た
潜
水
用
具

は
一
式
で
あ
り
、
ま
さ
に
水
中
考
古
学
以
前
と
い
う
べ
・

き
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。
調
査

参
加
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

池
崎
譲
二
(
福
岡
市
教
育
委
員
会
文
化
課
)

林
田
憲
三
(
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室
研
究
生
)

桂
(
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
民
俗
資
料
調
査

玉
111 

収
集
委
員
)

玉
川
利
久
(
玄
界
島
漁
業
協
同
組
合
)

塩
屋
勝
利
(
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
)

な
お
玉
川
氏
父
子
に
は
、
宿
舎
の
手
配
と
と
も
に
、

二
日
間
に
わ
た
っ
て
船
外
機
付
小
型
船
の
提
供
お
よ
び

操
縦
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。一、

海
底
陶
磁
の
採
集
調
査

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
玄
界
島
は
福
岡
(
博
多
)
湾

の
入
口
に
位
置
し
、
玄
界
灘
の
中
に
あ
る

(
E
m
l
y

糸
島
半
島
先
端
の
西
浦
崎
か
ら
約
二
・
五
品
、
志
賀
島

北
端
か
ら
約
四
・
八
ゐ
を
距
て
、
博
多
港
か
ら
の
直
線

距
離
は
約
一
五
・
五
ゐ
で
あ
る
。
花
崩
岩
と
玄
武
岩
か

1ても 川・

4
A
T
l

福

岡

市

音

義昔

溝員

戸

7
7
べ
瀬
・

iら001000 soom 
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Fig.2 玄界島地形図
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ら
成
る
島
で
、
鉢
を
伏
せ
た
よ
う
な
急
峻
な
山
鳥
を
呈
し
、
長
さ
約

一
・
三
V
M
、

隠

0
・
五
品、

全
周
回
v
M
を
測
る
(出
向
l
2
)
。

南
端
部
に
小
規
模
の
砂
浜
の

形
成
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
島
の
周
囲
は
ほ
と
ん
ど
が
岩
礁
で
あ
る
。

と
の
た

め
、
全
域
が

ア
ワ
ビ
、

サ
ザ
エ

、

ウ
ニ
の
好
漁
場
で
あ
り
、
潜
水
漁
法
も
盛
ん

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
底
造
物
も
ζ

れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

乙
れ
ら
の
造
物
は
全
島
の
周
囲
で
採
集
さ
れ
る
わ
け
で

な
は
く
、

南
端
部
の
カ
ミ
ノ
シ
夕
、

マ
ゴ
メ
(
マ
ド
ロ
ミ
)
、

イ
タ
チ
グ
ラ
(
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
パ
)
、
ゲ

ン
会
ソ
ウ
、

ヨ
ッ
ス
ク
リ
、

タ
ケ
ノ
シ
リ
、
ミ
ズ
ノ
シ

夕
、
ソ
、
不
と
呼
ば
れ
る
島
西
南
部
の
海
域
で
あ
り
包
括
1
3〉
、
と
れ
ま
で
の

発
見
は
ヨ
ッ
ス
グ
リ
か
ら
タ
ケ
ノ
シ
リ
の
聞
の
海
域
に
集
中
し
て
い
る
。

今
回
の
潜
水
調
査
は
、
従
来
の
デ
ー
タ
と
日
程
の
制
約
に
よ
り
、

マ
ゴ
メ
、

- 44 

ヨ
ッ
ス
グ
リ
、
タ
ケ
ノ
シ

リ
ま
で
の
間
約
四

O
O
m
、
水
深
三

t
八

m
の
範
囲

で
分
布
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
玉
川
氏
の
龍
泉
窯
青
磁
碗
採
築
地
点

(
黒
点
印
)
を
南
限
と
し
、
タ
ケ
ノ
シ
リ
と
ミ
ズ
ノ
シ
タ
と
の
境
ま
で
の
間
約
二

五
O
m
、
水
深
三

J
八

m
の
聞
に
造
物
が
分
布
し
て
い
る
ζ

と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
分
布
状
況
は
一
様
で
は
な
く
、
集
中
的
に
認
め
ら
れ
る
地
点
が
群
在
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
陶
器
が
二

1
三
個
重
な
っ
た
状
態

で
見
つ
か
る
例
も
あ
っ
た
。

と
れ
ら
の
造
物
の
分
布
状
況
は
、
陸
上
に
お
け
る

そ
れ
と
は
異
な
り
、
潮
流
の
影
響
や
潜
水
漁
業
に
よ
る
人
為
的
な
移
動
な
ど
、

原
位
置
を
と
ど
め
て
い
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
え
よ
う
。

Fig.3 

、

採
集
遺
物

一
九
八
山
年
五
月
に
、
玉
川
氏
が
採
集
し
て
当
館
に
寄
贈
し
た
玄
界
島
の
海



ミば:
¥蓮ヌT
¥τば:7
¥モ長老7 、ど

、42
ヒ三R ¥で』ィゴ

\吉~ 、王切て

¥、R ミミ

、~~ケ 10cm 

Fig.4 玄界島海底陶磁実測図(1)

-45-



¥去三

¥芋ズ3

1 

Fig.5 玄界島海底陶磁実測図(ロ)

- 46ー

¥よ五:

¥去芳ど
‘ 、

¥ヰだ:;

。 lOcm 



、 IJ 

L一一よニミJP-56 

η' 

•• 

，，，
f

F

「
u

t--り
ノ
一

/
/
P
 

-

l

 

'・1

]ニt.，
" .. 

" 

三とど49

~a 足以。

1; .. 

j

f

A

M

 

a
-
-
I
μ
/

「

一/

/

P

、と乙2

冶~

」以59 ~l ~七三\
、 .. 

ヒニLー...JJP-60 

Fig.6 玄界島海底陶磁実測図(皿)

三五2

- 47ー

m
 

pし
vnu 
i
 

咽
E
A



¥ぱ-61

P-62 

¥l:t67 
， ， ， 

、、、

-・.. .， 

P-63 

1
1
1
、

P-64 

P-65 

，，
 
'
f
 
'
j
 

'
;
 
:
 
J
-
n
b
 

=

6

 

=一
-
E
D
A
 

i
 
-一一

m
 

ρし
wnu 
l
 

唱
E-a

。

， ， 

- 48一

Fig.7玄界島海底陶磁実測図 (IV)



別
表

玄
界
島
海
底
陶
磁
観
察
表

皿 I1-'量
FI F FI FI ー

い ~i 1111 11 1/ 11 11 /1/1  g" 11 /1 11 11 グ M グ " 11 11 11 /1 1/ ".  g! .占lz 
|五 l 五 四|四-
IPPI P P P PP  PIPI 
ILLIIIL L IIL IILL IIIILILI 図
二二 1 二 二 二二.1 • 1版

IP PIP P P P P P P P P P P P P P P P P P P P P P P P PIPI 

1111111上上 llLLLLLLLLLLl||||||li|l 雪
1 J¥七|六五四三二一 O九八七六五四三二一 O九八七六五四三ニ 1-1

I/?I///了子//子子子子子子子ララ子子了子子子手子子|守|昼
~J_~ J¥三一一主主ろρ)J\ 旦五 O 六二六六在三~gg= 1'.♀団J~I 法
七| 三三 三四三三三三四三三三三三三三三四三四 i六
/・ i/ / /・・//・. • • • • • • • • • • • • • • • • 1 
七| 五三 七一二八四五二七一四五八五七七一八二|八

1--1--1量

器
高

一一一日

日
以
南
良
…
版
阻

底
径

目台
11 /1 11 必，11 /1 11 /1 11 11 /1 /1 必，11 11 11 ググ11 11 

土11 11 

焼堅普

通

普

通
成

色

級
11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 " 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

百
緑
ぺ
の
J
一レ

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 必Y11 11 11 λ 11 11 

調

器
形
・
技
法
の
特
徴

外
面
に
陽
刻
蓮
弁
文
、
内
面
に

草
花
文
を
陰
刻
。

削
り
出
し
高
台
を
も
っ
皿
で
、

口
縁
端
を
外
反
さ
せ
、
内
側
に

稜
を
つ
く
り
、
見
込
み
に
も
段

を
つ
く
る
。
高
台
の
削
り
出
し

が
高
く
て
深
い
も
の
、
低
く
て

浅
い
も
の
な
ど
の
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
り
、
口
径
と
器
高
の
関
係
も

バ
ラ
ツ
キ
が
顕
著
で
あ
る
。

ーユ一司:11---
国

襲
窯

~~、ーー内 内内内内 !器
善重底 底底底底 |の
な三 三三三三 |三
しつケ ケグケケ ケ |分
てた所 所所所所 |の
い状に iと にに に |二
る態砂 砂砂砂砂 |残
。で目 且固~目 |存

に二二ア
産唐

(
単
位

:
m
)

地

- 49ー

備

考

津



茶碗
器
種

F 
掃

n n 0 n 0 H 0 n 0 H 0 H 0 0 H H 0 H H H gH  H 0 H H H n H H 

-f4、4・ 図

P P p p 
L L L H n n L 

図. . . . 
版一 一 一一

p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p p 

五|五II五|五|五|五|五|五II四II I I四|四|四|四II三|三|三|三|三|三|三|三|三|三|二| 
番

八七五六五四=二一O九四八七四六四五四四三二一O四 九八七六五四三二一O九 号

一

////////////////////////////?/ ロ径
J¥ 法

七 器高////////////////////////////・/
一

量
四四四四四四四五四四五五四四四五四五四五四四四四四四四五五四 底径

六八二四 O八六O六六 00四四ニO二 00二七八八六 O四000六
11 11 11 H 11 0 ~~ H 11 11 0 0 0 0 11 0 0 ~~ 0 0 11 0 0 11 0011111/0  

目台
-・・

色淡茶 褐色灰灰色淡貧色茶灰 灰色 灰褐色 色茶灰 灰色 灰褐色 グ 色淡灰 11 /1 I~ 色灰 I/H/II/  灰色淡色灰淡茶褐色灰H 灰色色灰淡茶色灰 ρ 灰褐色H 土
焼

11 11 n 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 0 11 0 n H 11 H 11 11 11 11 11 n 

成

iiBii M Mes，，，ii，HeE55852， 色
紬勅紬 の ののの 調
糊粕 粕 紬粕紬

六)考えと上が部体が 外が広し七可る上ち部か い

器形
な三ど れち 口り、 や 反する て起上ち E E持"A星形似}と雲 がり、 体部がら ずれ茶碗も . 

事2 5外反すzs iゃ味S が2 2 3と量気昧 で
技法

あの ハりの の
P や 平坦 装毛宇 i乙上口か22呼lま

| 起ち云》部縁に | に底な
三 外二れ起、

、

唐
産

津 地

落外面水海
備

著カし主 の 洗わに

い薬紬 考
。のれ
剥

- 50ー



摺鉢 瓶 鉢 壷

F F F F F 
1 1 1 1 1 

11 11 • g • g • g • g • g 
七 七 七 七 七
P P P P P P 
L L L L L L . . . . . . 
四P 
四 四四 四 四
F P P P P P P P P P| 

上
上八 上七 上/六、 上/五、 上ノ四¥ 

上 上上
上/O、z九上ェ

九

/ //  ///  / / 七 //  
四

/ //  ///  / /・ //  
四

一 一
五 八 O 七七八 八台 一一 四四. . 
/良精1、 二六 O M OM 四宮 良O 精 -PO 賞四六

グ 良精 11 11 

. 
褐色黄

. 
色淡茶 灰色 茶補色 茶褐色 グ 語色 H 色淡灰MZ  

普 普 普 普

" " 
11 11 " "λア通 通 通 適

グ 言色措仙 H 色灰緑褐色黒 H 色褐黒 褐色黒

の の の の の の
粕
一一直

紬 色 粕 粕

に位再詰台
をな
器形は 鉢考と 高台を

形悶雪つの長削合白拘
出きし 厚い

一、、一一ー一一一一一一一一一一一一一

す施の 究呈肩で

官底
の
不明え厚低く てい 底部カ当

体部 でれら

か底部 底
ある削く るくの

主状主単
上は る。2が5 部底か
底げ 球らの

、一、ー- ¥ーー¥一一ー〆 、ー一ー、 ー一ー〆 一? 唐 唐 唐 唐

津 津 津 津

粕カま

落寺町lτ1  

底
陶
磁
は
、
龍
泉
窯
青
磁
碗
一
点
、
唐
津
皿
一

O
点
、
唐
津
碗
一
九
点
、
唐
津

鉄
粕
鉢
一
点
、
朝
鮮
唐
津
壷
一
点
で
あ
る
。
ま
た
同
年
八
月
四
日

l
五
日
の
調

査
で
採
集
し
た
遺
物
は
、
唐
津
皿
三
二
点
、
杯
三
点
、
碗
四
一
点
、
摺
鉢
二
点
、

朝
鮮
唐
津
壷
五
点
、
唐
津
鉄
粕
鉢
三
点
、
碗
小
破
片
五
三
点
、

皿
の
小
破
片
二

四
点
、
近
代
染
付
壷
片
一
点
、
土
錘
一
点
で
あ
る
。
海
底
採
集
品
の
た
め
破
砕

さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
次
に
一
括
し
て
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

龍
泉
窯
・
青
磁
碗

(
p
l
1
、
問
|
4
)

口
径
一
六
・
四
冊
、
器
高
六
・
八
仰
を
測
り
、
器
の
三
分
の
二
を
残
す
。
胎

土
は
精
級
で
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
堅
級
で
あ
る
。
淡
い
青
緑
色
の
粕
が
高
台

外
面
ま
で
施
さ
れ
、
体
部
外
面
に
蓮
弁
文
を
陽
刻
し
、
内
底
に
草
花
文
を
陰
刻

す
る
。
中
国
淑
江
省
龍
泉
窯
青
磁
で
、

一
三
世
紀
代
の
製
品
で
あ
る
。
福
岡
湾

周
辺
の
海
底
か
ら
の
出
土
は
初
め
て
で
あ
る
。

唐
津
・
皿

(
P
|
Z
I
P
-
m
、
均
1
4
I
5
)

削
り
出
し
高
台
を
も
っ
皿
で
、
口
縁
端
を
外
反
さ
せ
、
内
側
に
稜
を
つ
く
る
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溝
縁
の
皿
で
あ
る
。
内
底
と
体
部
の
境
に
段
を
つ
く
り
、
内
底
の
三
ケ
所
に
砂

目
が
残
る
も
の
が
多
い
。
カ
キ
や
フ
ジ
ツ
ボ
の
付
着
が
著
し
く
、
海
水
に
洗
わ

れ
て
粕
の
剥
落
が
激
し
い
。
重
な
っ
た
ま
ま
の
も
の

(
P
|
お
・
部
〉
、
器
高
が

安
定
し
な
い
も
の

(
P
1
3
・
4
)
、
体
部
が
い
び
つ
な
も
の

(
p
l
g
が
認
め

ら
れ
る
。
口
径
が
一
一
・
六
側
、
t
一
三
・

O
仰
、
器
高
が
三
・
二
勾
t
四
・
二

仰
の
聞
に
お
さ
ま
り
、
丸
く
深
み
を
も
つ
も
の

(
p
l
u
)、
浅
く
外
轡
が
著
し

い
も
の

(
p
l日
)
な
ど
形
能
的
変
化
が
著
し
い
。
高
台
の
削
り
出
し
も
斜
め
に

鋭
く
削
る
も
の

(
P
|
2
〉
、
浅
く
太
く
削
る
も
の

(
p
l
m〉、

高
く
削
り
出
す



も
の

(
P
|
5
)
な
ど
の
変
化
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
溝
縁
皿
は
、
肥
前
陶
磁
の
E

|

G
期
に
属
し
、

一
七
世
紀
初
頭

I

前
半
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

唐
津
・
茶
碗

(
p
l幻
l
p
l
ω
、
均
i
5
1
6
)

破
砕
が
著
し
く
全
体
の
形
状
を
知
り
得
る
も
の
は
少
な
い
が
、
採
集
固
体
数

が
最
も
多
い
器
種
で
あ
る
。
カ
キ
や
フ
ジ
ツ
ボ
の
付
着
、
海
水
に
よ
る
粕
薬
の

剥
落
な
ど
で
、
紬
調
や
絵
付
け
の
有
無
な
ど
の
観
察
が
困
難
で
あ
る
。
皿
と
同

様
に
、
二

t
三
個
が
重
な
っ
た
状
態
で
採
集
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
船
の
積
荷

で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

平
坦
な
底
部
か
ら
体
部
が
直
口
し
て
外
轡
気
味
に
起
ち
上
が
り
、
筒
茶
碗
と

呼
ば
れ
る
も
の
に
近
い
も
の

(
P
|
幻
)
、
ゆ
る
や
か
な
カ

l
プ
を
な
す
底
部
か

ら
内
轡
気
味
に
起
ち
上
が
る
も
の

(
p
l
m
て
や
や
平
坦
な
底
部
か
ら
内
轡
し

て
直
口
す
る
も
の

(plmm)
な
ど
の
形
態
差
が
あ
る
も
の
の
、
圧
倒
的
に
後

ニ
者
の
個
体
数
が
多
い
。
底
部
か
ら
体
部
ま
で
の
破
片
が
多
く
、
全
体
の
法
量

を
一
不
し
得
る
も
の
は
極
少
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね
口
径
が
一
一
冊
前
後
、
器
高

が
七
叩
前
後
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
台
の
削
り
出
し
は
、
厚
く
斜
め

に
削
り
畳
付
が
狭
く
斜
め
と
な
る
も
の
が
多
い
。
粕
調
は
灰
緑
色
を
基
調
と

し
、
底
部
外
面
ま
で
施
糊
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、

こ
れ
ら
の
茶
碗
は
肥
前
陶
磁

E
l
a
期
に
属
し
、
皿

と
同
じ
く
一
七
世
紀
初
頭

t
前
半
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

唐
津
・
杯

(
p
l
m
・
位
、
時
l
7
)

p
l
m
は
底
径
三
・

O
冊
、
口
径
七
・
四
冊
、
器
高
三
・
四
?
ケ
}
測
る
。

P

ー
臼
は
底
径
三
・
一
冊
で
、
器
高
は
P

|
臼
よ
り
高
い
。
厚
い
底
部
は
糸
切
り

離
し
の
平
底
で
あ
る
。
灰
緑
色
の
粕
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
杯
も
一
七

世
紀
初
頭

t
前
半
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
津
・
蓋

(
p
l臼
、
時
|
7
)

削
り
出
し
高
台
を
も
っ
壷
の
体
部
破
片
で
あ
る
。
黒
褐
色
の
鉄
粧
が
胴
部
下

半
ま
で
施
さ
れ
て
い
る
。
と
の
壷
も
一
七
世
紀
初
頭

t
前
半
期
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

唐
津
・
鉢

(
p
l臼
l
p
|郎
、
時
ー
7
)

太
く
浅
く
削
り
出
し
た
高
台
を
も
っ
鉢
の
底
部
片
で
、
海
水
の
た
め
粕
の
剥

落
が
著
し
い
が
、
黒
褐
色
の
粕
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
。
前
者
と
同
年
代
と

考
え
ら
れ
る
。

唐
津
・
瓶

(
p
l
m
l
p
|印
、
時
ー
7〉

p
|
飽
は
頚
部
途
中
ま
で
の
完
存
品
で
あ
る
。
底
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p
ー
町
は
底
部
の
破
片
、

径
の
違
い
か
ら
器
形
は
必
ず
し
も
同
一
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
上
げ
底
を
呈

す
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
両
者
と
も
に
黒
褐
色
の
鉄
紬
が
施
さ
れ
、

p
ー
印

は
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
唐
津
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

乙
れ
も
一
七
世
紀
初
頭

t
前
半

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

摺
鉢

(
p
l回
、
時
l
7
)

底
部
の
破
片
で
、
胎
土
は
精
良
、
黄
褐
色
を
呈
す
。
磨
耗
が
著
し
い
が
、
黒

褐
色
の
粕
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
。
乙
の
摺
鉢
の
お
ろ
し
目
は
、
一

O
本
単

位
の
櫛
状
用
具
で
内
底
中
央
か
ら
や
や
右
廻
り
の
放
射
状
に
す
き
間
な
く
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
底
は
平
坦
な
糸
切
底
で
あ
る
が
、
体
部
最
下
位
に
粘
土

帯
を
貼
り
付
け
高
台
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
お
ろ
し
自
の
形

ζ

の
時
期
の
唐
津
焼
摺

状
か
ら
一
七

t
一
八
世
紀
の
摺
鉢
と
考
え
ら
れ
る
が
、
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鉢
の
底
部
に
貼
付
高
台
を
も
っ
例
を
知
り
得
な
い
。
備
前
焼
あ
る
い
は
高
取
焼

で
あ
ろ
う
か
。四

お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
玄
界
島
の
西
南
部
の
長
さ
約
二
五

O
m
、
水
深

三
1
八

m
の
範
囲
に
は
、
近
世
初
期
の
唐
津
焼
を
中
心
と
し
て
、
多
量
の
陶
磁

器
が
散
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
三
世
紀
代
の
龍
泉
窯
青
磁

腕
に
類
す
る
中
国
製
陶
磁
器
を
一
点
た
り
と
も
採
集
で
き
な
か
っ
た
と
と
や
摺

鉢
の
問
題
な
ど
、
海
上
か
ら
の
投
棄
品
の
可
能
性
が
強
い
も
の
も
あ
る
が
、
多

量
の
唐
津
焼
の
採
集
は
、
廻
船
の
積
荷
品
で
あ
っ
た
と
と
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
付
近
に
沈
没
船
が
存
在
す
る
と
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

乙
と
で
玄
界
島
と
西
浦
聞
の
海
底
地
形
を
見
て
み
よ
う
(
均
|
8
1
乙
の
海
域

は
、
博
多
か
ら
唐
津
・
平
戸
、
壱
岐
・
対
馬
航
路
上
に
あ
り
、
原
始
・
古
代
に

お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
乙
の
海
域
の
ほ
ぼ

中
央
に
は
大
机
島
と
小
机
島
の
二
島
の
溶
岩
成
の
島
が
あ
り
、
水
深
五

m
以
内

の
コ
ク
タ
ベ
瀬
、

ク
タ
ペ
瀬
が
あ
る
。

ζ

れ
ら
の
地
形
と
潮
流
の
変
化
、
風
向

つ
い
最
近
で
も
博

と
風
力
な
ど
に
よ
り
、
海
上
航
行
の
難
所
と
な
っ
て
お
り
、

多
ー
平
戸
・
五
島
航
路
の
フ
ェ
リ
ー
が
座
碓
事
故
を
起
と
し
て
い
る
。
操
船
技

術
が
未
発
達
な
原
始
・
古
代
ゃ
、
耐
久
性
に
之
し
い
廻
船
の
時
代
に
は
な
お
さ

ら
の
と
と
で
、
数
多
く
の
難
破
船
が
あ
っ
た
乙
と
は
十
分
に
怨
像
で
き
よ
う
。

海
底
地
形
か
ら
想
定
す
る
と
、
玄
界
島
西
南
部
に
の
び
る
マ
イ
ナ
ス
叩

m
の
等

深
線
か
ら
外
側
に
難
破
船
の
存
在
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。

福
岡
(
博
多
)
湾
を
前
面
に
控
え
た
福
岡
平
野
周
辺
は
、
原
始

t
中
世
に
至

る
対
外
交
渉
を
示
す
遺
跡
の
宝
庫
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
交
渉
を
具
体
的
に
担

っ
た
船
と
船
乗
り
達
の
活
動
を
示
す
遺
跡
の
調
査
は
皆
無
で
あ
り
、
博
多
湾
周

辺
の
本
格
的
な
水
中
考
古
学
的
調
査
が
待
た
れ
る
と
言
え
よ
う
。

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
調
査
で
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
玄
界
島
漁

協
組
合
長
井
上
惣
吉
、
玄
界
島
公
民
館
主
事
中
村
謙
一
郎
、
玉
川
桂
、
玉
川
利

久
の
各
氏
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
九
州
問
磁
文
化
館
大
橋
康
二

氏
に
は
陶
磁
器
に
つ
い
て
御
教
示
を
受
け
た
。
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

註1
.

玄
界
島
史
資
料
調
査
概
報
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
図
録
第
五
集

史
資
料
館
一
九
七
九
福
岡
。

2
.

福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
年
報
ぬ
叩
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
一
九
八
二
福
岡
。

3
.

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
圏
内
出
土
の
肥
前
陶
磁
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館

一
九
八
四
有
因
。

本
稿
は
調
査
を
担
当
し
た
池
崎
譲
二
、
林
田
憲
三
と
共
同
執
筆
す
べ
き
と
乙
ろ
で
あ

っ
た
が
、
本
書
の
性
格
上
、
全
て
の
文
責
は
塩
屋
が
負
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
造
物

の
実
測
・
写
真
撮
影
、
挿
図
の
ト
レ
ー
ス
に
大
峯
佳
之
氏
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。

福
岡
市
立
歴
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